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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのプロセッサと、
　コンピュータプログラムコードを含む少なくとも１つのメモリと、
を備えた装置であって、前記少なくとも１つのメモリ及び前記コンピュータプログラムコ
ードが、前記少なくとも１つのプロセッサによって、前記装置に少なくとも、
　　物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック内に、アップリンク制御
情報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボルを確保させ、
　　前記物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソース
の一部内に配置するための、前記アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイ
ヤ固有のレプリカを作成させ、
　　前記アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重化するため
に、前記少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカの前記シンボルを含むアップリンク制御
情報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理する、
　ように構成される、
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記スクランブル処理が、トランスポートブロック固有の疑似乱数スクランブリングコ
ードを使用することにより、変調及びレイヤマッピングの前に実施される、
ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
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【請求項３】
　前記スクランブル処理が、各レイヤで同じでものある、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記変調シンボルの数が、前記アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの
少なくとも１つに対応するシグナリングされた変調及び符号化方式、又はトランスポート
ブロックあたりの平均ビット数に基づいて決定される、
ことを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の装置。
【請求項５】
　前記トランスポートブロックに使用される前記変調に関わらず、少なくとも実質的に等
しい数の変調シンボルが確保される、
ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の装置。
【請求項６】
　ランク３では、総数が２つのトランスポートブロック２のために偶数のアップリンク制
御シンボルが確保され、ランク４では、２つのトランスポートブロックの両方のために偶
数のアップリンク制御シンボルが確保される、
ことを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の装置。
【請求項７】
　前記スクランブル処理が、位相回転を使用することにより実施される、
ことを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　最適化されたレイヤ固有のスクランブリングシーケンスを使用する、
ことを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　非周期的チャネル品質インジケータに空間多重化を適用する、
ことを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置が、ユーザ装置を含む、
ことを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記装置にロードされたときに請求項１から９のいずれかに記載の前記モジュールを構
成するプログラム命令を含む、
ことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック内に、アップリンク制御情
報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボルを確保するステップと、
　前記物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソースの
一部内に配置するための、前記アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ
固有のレプリカを作成するステップと、
　前記アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重化するために
、前記少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカの前記シンボルを含むアップリンク制御情
報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記スクランブル処理が、トランスポートブロック固有の疑似乱数スクランブリングコ
ードを使用することにより、変調及びレイヤマッピングの前に実施される、
ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記スクランブル処理が、各レイヤで同じでものある、
ことを特徴とする請求項１２又は１３に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記変調シンボルの数が、前記アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの
少なくとも１つに対応するシグナリングされた変調及び符号化方式、又はトランスポート
ブロックあたりの平均ビット数に基づいて決定される、
ことを特徴とする請求項１２から１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記トランスポートブロックに使用される前記変調に関わらず、少なくとも実質的に等
しい数の変調シンボルが確保される、
ことを特徴とする請求項１２から１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ランク３では、総数が２つのトランスポートブロック２のために偶数のアップリンク制
御シンボルが確保され、ランク４では、２つのトランスポートブロックの両方のために偶
数のアップリンク制御シンボルが確保される、
ことを特徴とする請求項１２から１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記スクランブル処理が、位相回転を使用することにより実施される、
ことを特徴とする請求項１２から１７に記載の方法。
【請求項１９】
　最適化されたレイヤ固有のスクランブリングシーケンスを使用する、
ことを特徴とする請求項１２から１８に記載の方法。
【請求項２０】
　非周期的チャネル品質インジケータに空間多重化を適用する、
ことを特徴とする請求項１２から１９に記載の方法。
【請求項２１】
　物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック内に、アップリンク制御情
報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボルを確保する手段と、
　前記物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソースの
一部内に配置するための、前記アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ
固有のレプリカを作成する手段と、
　前記アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重化するために
、前記少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカの前記シンボルを含むアップリンク制御情
報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理する手段と、
を備えることを特徴とする装置。
【請求項２２】
　コンピュータ可読な記録媒体上に具体化されるコンピュータプログラムであって、前記
コンピュータプログラムが、
　物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック内に、アップリンク制御情
報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボルを確保するステップと、
　前記物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソースの
一部内に配置するための、前記アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ
固有のレプリカを作成するステップと、
　前記アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重化するために
、前記少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカの前記シンボルを含むアップリンク制御情
報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理するステップと、
をプロセッサが実行するよう制御するように構成される、
ことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項２３】
　前記スクランブル処理が、トランスポートブロック固有の疑似乱数スクランブリングコ
ードを使用することにより、変調及びレイヤマッピングの前に実施される、
ことを特徴とする請求項２２に記載のコンピュータプログラム。
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【請求項２４】
　前記スクランブル処理が、各レイヤで同じでものある、
ことを特徴とする請求項２２又は２３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２５】
　前記変調シンボルの数が、前記アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの
少なくとも１つに対応するシグナリングされた変調及び符号化方式、又はトランスポート
ブロックあたりの平均ビット数に基づいて決定される、
ことを特徴とする請求項２２から２４に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　前記トランスポートブロックに使用される前記変調に関わらず、少なくとも実質的に等
しい数の変調シンボルが確保される、
ことを特徴とする請求項２２から２５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２７】
　ランク３では、総数が２つのトランスポートブロック２のために偶数のアップリンク制
御シンボルが確保され、ランク４では、２つのトランスポートブロックの両方のために偶
数のアップリンク制御シンボルが確保される、
ことを特徴とする請求項２２から２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２８】
　前記スクランブル処理が、位相回転を使用することにより実施される、
ことを特徴とする請求項２２から２７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２９】
　最適化されたレイヤ固有のスクランブリングシーケンスを使用する、
ことを特徴とする請求項２２から２８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３０】
　非周期的チャネル品質インジケータに空間多重化を適用する、
ことを特徴とする請求項２２から２９に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アップリンク制御情報を伝送するための装置、方法、コンピュータプログラ
ム、及びコンピュータプログラム配布媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　以下の背景技術についての記述は、本発明に先行する関連技術には知られておらず本発
明により提供される開示とともに、見識、発見、理解又は開示、或いは関連性を含むこと
ができる。以下、本発明のいくつかのこのような寄与を具体的に指摘することができるが
、これらの文脈から本発明のその他のこのような寄与が明らかになるであろう。
【０００３】
　通信技術の発達、無線で実現可能な様々なサービスの開始、一般的に言えばデータレー
トを高めるという要件により、通信規格を発展させる必要性も生じてきた。より高いデー
タレートをもたらす規格の１つが、３ＧＰＰのロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
及び３ＧＰＰのロングタームエボリューション・アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）である。
【０００４】
　ＬＴＥ－Ａ規格を発展させる１つの目標は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＩＭＴ－Ａ）で定義さ
れる要件に到達することである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の態様によれば、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコー
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ドを含む少なくとも１つのメモリとを備えた装置が提供され、この少なくとも１つのメモ
リ及びコンピュータプログラムコードは、少なくとも１つのプロセッサによって、装置に
少なくとも、物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック内に、アップリ
ンク制御情報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボルを確保させ、
この物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソースの一
部内に配置するための、アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ固有の
レプリカを作成させ、アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多
重化するために、少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカのシンボルを含むアップリンク
制御情報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理するように構成される。
【０００６】
　本発明の別の態様によれば、物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロッ
ク内に、アップリンク制御情報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シン
ボルを確保し、この物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保され
たリソースの一部内に配置するための、アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つ
のレイヤ固有のレプリカを作成し、アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネ
ルデータと多重化するために、少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカのシンボルを含む
アップリンク制御情報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理する方法を提供す
る。
【０００７】
　本発明のさらに別の態様によれば、物理アップリンク共有チャネルの各トランスポート
ブロック内に、アップリンク制御情報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変
調シンボルを確保する手段と、この物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロ
ックの確保されたリソースの一部内に配置するための、アップリンク制御情報シンボルの
少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカを作成する手段と、アップリンク制御情報を物理
アップリンク共有チャネルデータと多重化するために、少なくとも１つのレイヤ固有のレ
プリカのシンボルを含むアップリンク制御情報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブ
ル処理する手段とを備えた装置が提供される。
【０００８】
　本発明のさらに別の態様によれば、コンピュータ可読媒体上に具体化されるコンピュー
タプログラム製品が提供され、このコンピュータプログラムは、物理アップリンク共有チ
ャネルの各トランスポートブロック内に、アップリンク制御情報シンボルのために少なく
とも実質的に等しい数の変調シンボルを確保するステップと、この物理アップリンク共有
チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソースの一部内に配置するための、ア
ップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカを作成するステッ
プと、アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重化するために
、少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカのシンボルを含むアップリンク制御情報シンボ
ルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理するステップとをプロセッサが実行するよう制
御するように構成される。
【０００９】
　以下、付属の［添付］図面を参照しながら好ましい実施形態によって本発明をより詳細
に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】システムの例を示す図である。
【図２】フロー図である。
【図３】インタリービング・マトリクスの例を示す図である。
【図４】インタリービング・マトリクスの別の例を示す図である。
【図５】インタリービング・マトリクスのさらに別の例を示す図である。
【図６】インタリービング・マトリクスのさらに別の例を示す図である。
【図７】インタリービング・マトリクスのさらに別の例を示す図である。
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【図８】装置の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　説明する以下の実施形態は一例にすぎない。本明細書では、複数の箇所で「ある（ａｎ
）」、「１つの（ｏｎｅ）」、又は「いくつかの（ｓｏｍｅ）」実施形態について言及す
るが、これは必ずしも、個々のこのような言及が同じ実施形態に対するものであること、
或いはその特徴が単一の実施形態にのみ適用されることを意味するものではない。異なる
実施形態の単一の特徴を組み合わせて他の実施形態を実現することもできる。本発明の全
てではなくいくつかを示す添付図面を参照しながら実施形態について説明する。実際には
、本発明は多くの異なる形で具体化することができ、本明細書に示す実施形態に限定され
ると解釈すべきではない。
【００１２】
　実施形態は、ユーザ端末などのあらゆるユーザ装置、リレーノード、サーバ、ノード、
対応する構成要素、及び／又はあらゆる通信システム、或いは必要な機能をサポートする
異なる通信システムのあらゆる組み合わせに適用可能である。通信システムは無線通信シ
ステムであってもよく、又は固定ネットワークと無線ネットワークの両方を利用する通信
システムであってもよい。特に無線通信では、使用するプロトコル、通信システム、サー
バ及びユーザ端末などの装置の仕様が急速に発展を遂げている。このような発展により、
実施形態へのさらなる変更が必要となることがある。従って、全ての単語及び表現は広く
解釈すべきであり、これらは、実施形態を限定することではなく例示するためのものであ
る。
【００１３】
　以下では、様々な実施形態について、これらの実施形態を適用できるアクセスアーキテ
クチャの例として、ダウンリンクでは直交周波数多元接続（ＯＦＤＭＡ）に、アップリン
クではシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）に基づくＬＴＥ　Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）に基づく無線アクセスアーキテクチャを用いて説明するが、こ
れは、実施形態をこのようなアーキテクチャに限定するものではない。
【００１４】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムでは、利用可能なスペクトルが、複数の直交
するサブキャリアに分割される。ＯＦＤＭシステムでは、利用可能な帯域幅が、より狭い
サブキャリアに分割され、データが並列ストリームで送信される。各ＯＦＤＭシンボルは
、サブキャリアの各々における信号の線形結合である。さらに、各ＯＦＤＭシンボルの前
には、シンボル間干渉を低減するために用いられるサイクリックプレフィクス（ＣＰ）が
設けられる。ＯＦＤＭとは異なり、ＳＣ－ＦＤＭＡサブキャリアは、単独で変調されるこ
とはない。
【００１５】
　通常、ＮｏｄｅＢは、ユーザ装置への送信をスケジュールするために、割り当てられた
サブバンド上の各ユーザ装置のチャネル品質、及び／又は好ましいプリコーディングマト
リクス（及び／又はチャネル量子化などの、その他の多入力多出力（ＭＩＭＯ）固有のフ
ィードバック情報）を知る必要がある。通常、必要な情報はＮｏｄｅＢにシグナリングさ
れる。
【００１６】
　図１は、いくつかの要素及び機能エンティティのみを示す簡略化したシステムアーキテ
クチャの例であるが、これらは全て論理ユニットであり、その実施構成は図示のものとは
異なる場合がある。図１に示す接続は論理接続であり、実際の物理接続は異なる場合があ
る。当業者には、通常はシステムが図１に示すもの以外の機能及び構造を含むこともでき
ることが明らかである。しかしながら、実施形態は、この一例として示すシステムに限定
されず、当業者であれば、必要な特性を備えた他の通信システムにも本解決策を適用する
ことができる。
【００１７】
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　図１には、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａの無線アクセスネットワークの一部を
示している。Ｅ－ＵＴＲＡは、リリース８の無線インターフェイスである（ＵＴＲＡ＝Ｕ
ＭＴＳ地上波無線アクセス、ＵＭＴＳ＝ユニバーサル移動体電気通信システム）。ＬＴＥ
（又はＥ－ＵＴＲＡ）によって得られるいくつかの利点は、プラグアンドプレイ装置、並
びに周波数分割複信（ＦＤＤ）及び時分割複信（ＴＤＤ）を同じプラットフォームで使用
できる点である。
【００１８】
　図１には、セル内の１又はそれ以上の通信チャネル１０４、１０６上で、セルを提供す
るｎｏｄｅＢ　１０８と無線接続するように構成されたユーザ装置１００及び１０２を示
している。ユーザ装置からＮｏｄｅＢへの物理リンクは、アップリンク又はリバースリン
クと呼ばれ、ＮｏｄｅＢからユーザ装置への物理リンクは、ダウンリンク又はフォワード
リンクと呼ばれる。
【００１９】
　ＮｏｄｅＢ、又は高度に進化したｎｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢ）は、結合された通信シス
テムの無線リソースを制御するように構成されたコンピュータ装置である。ＮｏｄｅＢは
、基地局、アクセスポイント、又は無線環境で動作可能な中継局を含む他のあらゆる種類
のインターフェイス装置と言うこともできる。
【００２０】
　例えば、ＮｏｄｅＢはトランシーバを含む。このＮｏｄｅＢのトランシーバから、ユー
ザ装置への双方向無線リンクを確立するアンテナユニットへの接続が行われる。Ｎｏｄｅ
Ｂは、コアネットワーク１１０（ＣＮ）にさらに接続される。システムによっては、外部
パケットデータネットワーク、又は移動体管理エンティティ（ＭＭＥ）などにユーザ装置
（ＵＥ）への接続性を提供するために、ＣＮ側の対応先を（ユーザデータパケットを経路
指定して転送する）サービングシステムアーキテクチャエボリューション（ＳＡＥ）ゲー
トウェイ、パケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ）とすることができ
る。
【００２１】
　この通信システムは、公衆交換電話網又はインターネットなどの他のネットワークと通
信することもできる。
【００２２】
　（ＵＥ、ユーザ機器、ユーザ端末などとも呼ばれる）ユーザ装置は、無線インターフェ
イス上のリソースが割り当て及び配分される１つの種類の装置を示しており、従って、本
明細書でユーザ装置に関して説明するあらゆる特徴は、リレーノードなどの対応する装置
とともに実現することができる。このようなリレーノードの例に、基地局へ向かうレイヤ
３リレー（セルフバックホール・リレー）がある。
【００２３】
　ユーザ装置は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）の有無に関わらず動作する無線移動体
通信装置を含むポータブルコンピュータ装置を意味し、以下に限定されるわけではないが
、移動局（携帯電話機）、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドセット、ラ
ップトップコンピュータ、ゲーム機、ノートブック、及びマルチメディア装置といった種
類の装置を含む。
【００２４】
　ユーザ装置（又はレイヤ３リレーノード）は、以下で実施形態とともに説明するユーザ
機器の機能の１又はそれ以上を実行するように構成され、異なる実施形態からの機能を実
行するように構成することができる。ユーザ装置は、いくつかの名前又は装置を挙げただ
けでも、加入者ユニット、移動局、リモート端末、アクセス端末、ユーザ端末、又はユー
ザ機器（ＵＥ）と呼ぶこともできる。
【００２５】
　図１では、明確にすることのみを目的として、ユーザ装置が２つのアンテナを含むよう
に示していると理解されたい。当然ながら、受信及び／又は送信アンテナの数は、現在の
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実施構成によって異なることができる。
【００２６】
　当業者にとっては、図示のシステムが無線アクセスシステムの一部の例にすぎず、実際
には、システムが複数のＮｏｄｅＢを含むことができ、ユーザ装置が複数の無線セルにア
クセスすることができ、システムが、物理レイヤのリレーノード又はその他のネットワー
ク要素などの他の装置を含むこともできることが明らかである。
【００２７】
　さらに、装置を単一のエンティティとして示したが、異なるユニット、プロセッサ、及
び／又はメモリユニット（図１にはこれらの全てを示しているわけではない）を実現する
こともできる。
【００２８】
　ＬＴＥ及びＬＴＥ－Ａシステムは、送信ダイバーシチ、シングルユーザ（ＳＵ）ＭＩＭ
Ｏ、マルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯ、閉ループプリコーディング、及び専用ビームフォー
ミングを含む様々なＭＩＭＯ技術を利用する。
【００２９】
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）には、ＳＵ－ＭＩＭＯスキームが適用さ
れる。ＳＵ－ＭＩＭＯの空間多重化には、閉ループ空間多重化モード及び開ループ空間多
重化モードという２つの動作モードが存在する。
【００３０】
　ＬＴＥ－Ａシステムでは、複数の送信アンテナを有するユーザ装置のために、物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）にもＳＵ－ＭＩＭＯスキームが適用される。ＳＵ－
ＭＩＭＯユーザ装置のための動作モードとしては、閉ループ空間多重モード及びシングル
アンテナポートモードという少なくとも２つが提供される。
【００３１】
　ＭＩＭＯとは、通信性能を改善するために（スループットを高めること、容量を増やす
こと、又は信頼性を改善すること、或いはこれらのあらゆる組み合わせのために）、送信
機側及び受信機側の両方において複数のアンテナを使用することを示す。通常、ＭＩＭＯ
は、スマートアンテナ技術の形態に分類される。ＭＩＭＯシステムは、シングルユーザＭ
ＩＭＯ及びマルチユーザＭＩＭＯという２つのクラスに分けることができる。シングルユ
ーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）の動作の１つの目標は、代表的にはユーザ装置あたりの
ピークデータレートを高めることであるのに対し、マルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ）では、代表的にはセクタ（又はセル）容量を増やすことが１つの目標である。ＭＩＭ
Ｏは、空間多重化を利用してスループット及び信頼性を向上させ、ＭＵ－ＭＩＭＯは、マ
ルチユーザ多重化（又はマルチユーザダイバーシチ）を利用して容量をさらに増やす。ま
た、ＭＵ－ＭＩＭＯは、ユーザ機器が受信／送信アンテナを１つしか有していない場合で
も、空間多重化から恩恵を受ける。
【００３２】
　閉ループ空間多重化モードでは、ＮｏｄｅＢが、ユーザ装置にシグナリングされるプリ
コーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）に基づいて、送信信号に空間領域プリコ
ーディングを適用する。閉ループ空間多重化をダウンリンクでサポートするために、ユー
ザ装置は、アップリンクでランクインジケータ（ＲＩ）、ＰＭＩ、及びチャネル品質イン
ジケータ（ＣＱＩ）をフィードバックとしてシグナリングする。ＲＩは、サポートできる
空間レイヤの数を示す。ＮｏｄｅＢは、ＲＩの他にも、トラフィックパターン、利用可能
な送信電力などのその他の要因を考慮して、伝送ランク（空間レイヤ数）を決定すること
ができる。ＣＱＩフィードバックは、変調スキームとチャネル符号化率の組み合わせを示
す。
【００３３】
　以下、図２を使用して方法の実施形態を説明する。
【００３４】
　ＬＴＥリリース８では、アップリンクレイヤ１／レイヤ２（Ｌ１／Ｌ２）制御シグナリ
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ングが、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で行われる、アップリンクデー
タが存在しない場合の制御シグナリング、及び物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ）上で行われる、アップリンクデータが存在する場合の制御シグナリングという２つの
クラスに分けられる。ＬＴＥリリース８では、シングルキャリア制限により、ＰＵＣＣＨ
チャネルとＰＵＳＣＨチャネルの同時送信が認められない点に注意されたい。しかしなが
ら、ＬＴＥリリース１０ではこの制限が緩和され、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの同時送信が
可能になる予定である。
【００３５】
　この実施形態は、アップリンク（ＵＬ）データが存在する場合のアップリンク制御情報
（ＵＣＩ）の伝送に適している。送信信号のシングルキャリア特性及び／又は低キュービ
ックメトリック特性を維持するために、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）の前に時分割多重化
（ＴＤＭ）によってデータと制御シンボルを多重化する。ＰＵＳＣＨチャネルで送信され
るデータを、サブフレーム内で割り当てられる制御信号の数によってパンクチャする。デ
ータと制御シンボルを同じＳＣ－ＦＤＭＡシンボルブロックに多重化する前に、これらを
別個に符号化して変調する。制御シンボルは、肯定応答キャラクタ（ＡＣＫ）／否定応答
キャラクタ（ＮＡＣＫ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディングマト
リクスインジケータ（ＰＭＩ）、及びランクインジケータ（ＲＩ）などの複数の異なる情
報を運ぶことができる。メッセージ内の各制御シンボルフィールドを異なる数のシンボル
で占めることにより、制御目的のための異なる符号化率が実現される。
【００３６】
　ＬＴＥ－Ａアップリンクシングルユーザ空間多重化では、アップリンクコンポーネント
キャリアにつき、１つのサブフレームで最大２つのトランスポートブロックをユーザ装置
から送信することができる。各トランスポートブロックは、独自の変調及び符号化方式（
ＭＣＳ）レベルを有する。送信レイヤの数に応じ、リリース８　Ｅ－ＵＴＲＡダウンリン
ク空間多重化と同様の原理に従って、トランスポートブロックの各々に関連する変調シン
ボルを１つ又は２つのレイヤ上にマッピングする。
【００３７】
　ＬＴＥ－Ａでは、アップリンクＳＵ－ＭＩＭＯ空間多重化の導入により、ＰＵＳＣＨで
のアップリンク制御情報の伝送に新たな要件が課される。
【００３８】
　この実施形態では、ＰＵＳＣＨデータの伝送ランク及びプリコーディングに関わらず、
アップリンク制御情報の信頼できるランク１伝送を達成できるように、離散フーリエ変換
（ＤＦＴ）の前に、時分割多重化（ＴＤＭ）によってアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を
ＰＵＳＣＨデータとレイヤ固有の態様で多重化する。
【００３９】
　この実施形態は、ブロック２００から開始する。
【００４０】
　ブロック２０２において、物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック
内に、アップリンク制御情報シンボルのための少なくとも実質的に等しい数の変調シンボ
ルを確保する。
【００４１】
　トランスポートブロックが２つの場合、例えば、第１のトランスポートブロックである
か、それとも第２のトランスポートブロックであるか、或いはトランスポートブロックの
変調符号化方式の水準が高いか又は低いかに基づいて、シンボルの数を導出することがで
きる。別の選択肢は、トランスポートブロックあたりの平均ビット数に基づいて符号化シ
ンボルの数を導出することである。
【００４２】
　すなわち、送信ブロックに合わせてリソースの寸法が決まり、その標準的な数は２であ
る。
【００４３】
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　トランスポートブロックに使用する変調に関わらず、通常は少なくとも実質的に等しい
数の変調シンボルを確保する。例えば、ランク３の場合、合計２つのうちのトランスポー
トブロック２が偶数のアップリンク制御シンボルを有し、ランク４の場合は、２つのトラ
ンスポートブロックがいずれも偶数のアップリンク制御シンボルを有する。
【００４４】
　ブロック２０４において、アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ固
有のレプリカを作成して、物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確
保されたリソースの一部内に配置する。
【００４５】
　アップリンク制御情報シンボルは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＲＩ、ＣＱＩなどの複数の制御
情報を含むことができる。
【００４６】
　事実上、少なくとも１つのレプリカを作成するということは、標準的な数が２である全
てのトランスポートブロック内に同じＵＣＩが存在することを意味する。例えば、ランク
３の場合、レイヤ固有のレプリカを得るために、トランスポートブロック２内でアップリ
ンク制御情報をさらに複製し、ランク４の場合、レイヤ固有のレプリカを得るために、両
方のトランスポートブロック内でアップリンク制御情報をさらに複製する。
【００４７】
　ブロック２０６において、アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデー
タと多重化するために、少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカのシンボルを含むアップ
リンク制御情報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理する。
【００４８】
　通常、レイヤ固有のスクランブル処理は、位相回転を使用することによって行われる。
これにより、ランク１のＵＣＩ伝送の信頼性が向上する。通常、レイヤ固有のスクランブ
ル処理では、スクランブリングシーケンスを指定して、これをユーザ装置及びｅＮｏｄｅ
Ｂのいずれの側にも知らせることができ、このスクランブリングシーケンスは、異なるＵ
ＣＩフィールドで同じであっても又は異なってもよく、このスクランブル処理を、ビット
領域又は変調シンボル領域のいずれかで適用することができ、及び／又はこのスクランブ
リングシーケンスを、二相位相変調（ＢＰＳＫ）又は四相位相変調（ＱＰＳＫ）などの所
定の変調コンステレーション内に制限することができる。
【００４９】
　このレイヤ固有のスクランブル処理は、トランスポートブロック固有の疑似乱数スクラ
ンブリングコードを使用することにより、変調及びレイヤマッピングの前に行うことがで
きる。
【００５０】
　ＬＴＥリリース８のスクランブル処理を、ＬＴＥリリース８などにおけるトランスポー
トブロック固有のスクランブリングコードの初期化とともにダウンリンクに直接適用する
と、上述したレイヤ固有のスクランブル処理に適したスクランブリングシーケンスが得ら
れると理解されたい。
【００５１】
　別の実施形態では、やはり最適化されたレイヤ固有のスクランブリングシーケンスを使
用することができる。
【００５２】
　さらに別の実施形態では、ＵＣＩの単一ストリームのプリコーディングを可能にするた
めに、やはり同じスクランブリングシーケンスを各レイヤに使用することができる。
【００５３】
　さらに別の実施形態では、この提案するスキームをＵＣＩフィールドの一部に限定する
一方で、他の一部のＵＣＩフィールドは、ＰＵＳＣＨの伝送ランクに応じた空間多重化を
利用することができる。例えば、システムは、非周期的チャネル品質インジケータには空
間多重化を適用できる一方で、周期的チャネル品質インジケータ、ランクインジケータ、
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【００５４】
　以下、実施形態の考えられる実施構成の例について説明する。この例は、ＬＴＥリリー
ス８の３６．２１１及び３６．２１２規格に基づく。当然ながら、以下の例は、説明を明
確にするものにすぎず、本発明の適用性を限定するものではない。以下では、例として使
用するアップリンク制御情報は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩである。
【００５５】
　ブロック２０２の例として、
ある実施形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＲＩの符号化シンボルの数が以下のように与え
られる。
（１）

式中、
ｍｉｎは、最小値を示し、
Ｏは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ又はＲＩビットの数を示し、

は、サブキャリアの数で表される、トランスポートブロックの最初のＰＵＳＣＨ送信のサ
ブフレーム内でＰＵＳＣＨ送信のためにスケジュールされた帯域幅を示し、

は、最初のＰＵＳＣＨ送信のサブフレームあたりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数を示し、

は、上位レイヤを介してユーザ装置にシグナリングされるオフセットパラメータを示し、
Ｔは、多重化すべきトランスポートブロックの数を示し、
Ｃ（ｔ）は、コードブロックの数を示し、
ｔは、トランスポートブロックの数を示し、
ｒは、コードブロックの番号を示し、
Ｋr（ｔ）は、コードブロックあたりのビット数を示し、

は、サブキャリアの数で表される、トランスポートブロックの現在のサブフレーム内でＰ
ＵＳＣＨ送信のためにスケジュールされた帯域幅を示し、
・は乗算を示し、
□．は加算演算を示す。
【００５６】
　この数式で分かるように、この実施形態では、符号化シンボルの計算において、トラン
スポートブロックあたりの平均ビット数を使用する。
【００５７】

は、ランク固有であっても、トランスポートブロック固有であっても、又はＵＣＩフィー
ルド固有であってもよいと理解されたい。すなわち、アップリンク制御情報のタイプごと
に、ランク固有又はトランスポートブロック固有の
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の値をより上位のレイヤでシグナリングすることができる。
【００５８】
　同様の計算を、符号化シンボル数の導出に使用することもできる。
【００５９】
　ブロック２０４の例として、
少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカ又はコピーを以下のように２段階で作成すること
ができる。
まず、全てのトランスポートブロック内の対応するチャネル符号化に同じアップリンク制
御情報（ビット）を挿入する。トランスポートブロック固有の変調及び符号化方式（ＭＣ
Ｓ）により、異なるトランスポートブロック内ではチャネル符号化も異なる場合があると
理解されたい。次に、ランク３又はランク４の場合、トランスポートブロック（通常は２
つ）の１つ又は全てを２つのレイヤ上にマッピングし、この場合、図４又は図５に示すよ
うに、符号化ＵＣＩビットを複製して、チャネル・インタリービング・マトリクス４００
又は５００に挿入する。図３には、ランクが１又は２の場合の、チャネル・インタリービ
ング・マトリクス３００内の符号化ＵＣＩシンボルの配置例を示している。
【００６０】
　図３、図４、図５、図６、図７、及び図８では、各方形要素が、変調シンボル、又は所
定数のビットを含む列ベクトルを含む。要素の数は、適用する規格によって決まる。例え
ば、行数は、離散フーリエ変換又はこれを乗算したサイズに対応し（図４及び図５では２
ＤＦＴであり、図６、図７及び図８でも同様）、列数は、ＰＵＳＣＨ伝送サブフレーム内
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数に対応する。これらの図では、ＣＱＩシンボルには１つの
角から別の角へ要素を交差する線を付け、ＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボルには×印を付けてお
り、残りがＲＩシンボルである。
【００６１】
　図４には、トランスポートブロックを２つのレイヤにマッピングする場合の、チャネル
・インタリービング・マトリクス４００内の符号化ＵＣＩシンボルの配置例を示している
。図４に示すスクランブリングシーケンスは、シンボルレベルのスクランブル処理のもの
であるが、代わりに、対応するビットレベルのスクランブル処理も容易に行うことができ
る。この図では、異なるレイヤのためのシンボルが行ごとに交互になっており、例えば、
１行目にはレイヤ２ｎのシンボルが与えられ、２行目にはレイヤ２ｎ＋１のシンボル、次
は再びレイヤ２ｎのシンボルとなり、以下同様である。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及び／又はＲＩ
シンボルは、２つのレイヤにわたって繰り返される。
【００６２】
　図５には、トランスポートブロックを２つのレイヤにマッピングする場合の、チャネル
・インタリービング・マトリクス５００内の符号化ＵＣＩシンボルの別の配置例を示して
いる。この選択肢では、単一のコードブロックの符号化ビットが複数のレイヤで同時に送
信されることはない。この図では、２つのレイヤが同様にマッピングされるように、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ及び／又はＲＩシンボルが２つのレイヤにわたって繰り返される。
【００６３】
　ブロック２０６の例として、
疑似乱数スクランブル処理の代替案として、最適化されたレイヤ固有のスクランブリング
シーケンスを使用することもできる。このようなシーケンスの例を表１に示す。これらの
シーケンスを、アップリンク制御情報シンボルのスクランブル処理に使用することができ
る。これらのシーケンスは、以下の基準に基づいて選択したものである。まず、ＱＰＳＫ
アルファベットを使用する。次に、１と２、２と３、３と４、及び１と４というレイヤペ
アに関して、２つのレイヤ間の相対的位相差が、４つの連続するシンボル内でＱＰＳＫコ
ンステレーションを経る。レイヤペア１と３及び２と４に関しては、位相差が、４つの連
続するシンボル内で少なくともＢＰＳＫコンステレーションを経る。レイヤ間の適切な送
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ンク２では、利用可能なレイヤが２つだけなので、４つのシンボルのサイクル内で４つの
位相差を全て経ることが有利である。ランク３の場合、レイヤペア１と２及び２と３に関
しては、シーケンスが、４つのシンボルのサイクル内で４つの位相差を全て経る。レイヤ
ペア１と３は、より小さな相回転を有する。一方、３ＧＰＰのランク３のプリコーディン
グ・コードブックでは、レイヤ１が４つ又は２つの送信アンテナにマッピングされるのに
対し、レイヤ２及び３は、いずれも２つ又は１つの送信アンテナにマッピングされる。ラ
ンク４では、実際に利用できるプリコーディングはない。等間隔線形アレイ（ＵＬＡ）ア
ンテナの場合、隣接するアンテナ素子上に連続するレイヤがマッピングされると予想され
る。このことは、レイヤペア１と２、２と３、及び３と４の間で空間相関が最も高くなり
、これらのレイヤペア間では、４つのシンボルのサイクル内で４つの位相差を全て経るこ
とが有利であることを意味する。３番目に、例えばレイヤ２のスクランブリングシーケン
スであるネスター特性（ｎｅｓｔｅｒ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ）が、伝送ランク２、３、及び
４で同じになる。
ランク２

ランク３

ランク４
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表１
【００６４】
　スクランブリングシーケンスの長さであるアップリンク制御情報シンボルよりも多くの
アップリンク制御情報シンボルが利用可能な場合、スクランブリングシーケンスを繰り返
すことができると理解されたい。さらに、ＬＴＥ－Ａアップリンクは、レイヤシフトを含
むことがある。この場合、シーケンスを順にスクランブル処理する際に、アップリンク制
御情報シンボルに関してはレイヤシフトの効果を排除できる点を考慮すべきである。さら
に、使用するスクランブリングシーケンスは、図示のシーケンスの一部を利用して、これ
らをアップリンク制御情報シンボルの長さになるまで繰り返すこともできる。
【００６５】
　既に上述したように、ランク１伝送スキームの使用をアップリンク制御情報フィールド
の一部に限定する一方で、非周期的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）などの他のフィ
ールドには、ＰＵＳＣＨの伝送ランクに応じた空間多重化を適用することができる。この
ような場合、通常、複製された符号化の代わりに、２つのチャネル符号化ブロックを使用
することによってＣＱＩのためのチャネル符号化ブロックを１つだけ設け、トランスポー
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トブロック（通常は２つ）にわたってＣＱＩの符号化シンボルの数を求める、という条件
が満たされる。例えば、チャネル品質インジケータの符号化シンボルの数は、以下のよう
に求めることができる。
（２）

式中、
ｍｉｎは、最小値を示し、
Ｏは、ＣＱＩビット数を示し、
Ｌは、巡回冗長検査のビット数を示し、

は、サブキャリアの数で表される、トランスポートブロックの最初のＰＵＳＣＨ送信のサ
ブフレーム内でＰＵＳＣＨ送信のためにスケジュールされた帯域幅を示し、

は、最初のＰＵＳＣＨ送信のサブフレームあたりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数を示し、

は、上位レイヤを介してユーザ装置にシグナリングされるオフセットパラメータを示し、
Ｔは、多重化すべきトランスポートブロックの数を示し、
Ｃ（ｔ）は、コードブロックの数を示し、
ｔは、トランスポートブロックの数を示し、
ｒは、コードブロックの番号を示し、
Ｋr（ｔ）は、コードブロックあたりのビット数を示し、
Ｒは、伝送ランクを示し、

は、サブキャリアの数で表される、トランスポートブロックの現在のサブフレーム内でＰ
ＵＳＣＨ送信のためにスケジュールされた帯域幅を示し、

は、サブフレームあたりのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数を示し、

は、方程式（１）を使用することによって得られるＲＩのために確保されたシンボルの数
を示す。ランクインジケータが送信されない場合は、

となり、それ以外の場合は、全てのレイヤにわたって合計した符号化ＲＩシンボルの数で
ある。
・は乗算を示し、
□．は加算演算を示す。
【００６６】
　符号化チャネル品質インジケータビットは、例えば以下の方法で全てのレイヤに少なく
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とも実質的に均等に分配される。符号化ＣＱＩビットを、異なるトランスポートブロック
と多重化されるように直並列マッピングする。ランク２及び４に関しては、偶数の符号化
ＣＱＩビットをトランスポートブロックの１つにマッピングして、奇数のＣＱＩビットを
トランスポートブロックの残りにマッピングし、すなわち、

となり、この場合、

は符号化ＣＱＩビットであり、

は、トランスポートブロックと多重化すべき符号化ＣＱＩビットである。ランク３に関し
ては、ＣＱＩビットのマッピングの際にトランスポートブロックのサイズを考慮して、例
えば、

及び

となる。
【００６７】
　図６及び図７は、２つのレイヤが与えられた場合のランク３及び４のトランスポートブ
ロックのマッピング例を示している。符号化ＣＱＩビットを、レイヤ上に均等にマッピン
グされるようにインタリービング・マトリクス６００又は７００に挿入する。図７及び図
８には、挿入の順序を矢印６０２及び７０２によって示している。その他の点では、図６
は図４に対応し、図７は図５に対応する。
【００６８】
　この実施形態は、ブロック２０８において終了する。この実施形態は、多くの異なる方
法で繰り返すことができる。その一例を矢印２１０で示している。
【００６９】
　図２で上述したステップ／ポイント、シグナリングメッセージ及び関連機能は絶対的な
発生順ではなく、これらのステップ／ポイントのいくつかを同時に、又は所与の順序とは
異なる順序で実行することもできる。ステップ／ポイントの間又はステップ／ポイントの
中で他の機能を実行し、図示のメッセージ間で他のシグナリングメッセージを送信するこ
ともできる。ステップ／ポイントのいくつか又はステップ／ポイントの一部を省略し、又
は対応するステップ／ポイント又はステップ／ポイントの一部に置き換えることもできる
。シグナリングメッセージは一例にすぎず、同じ情報を送信するための複数の別個のメッ
セージを含むこともできる。また、これらのメッセージは、その他の情報を含むこともで
きる。
【００７０】
　ある実施形態は、図２に関連して上述した処理を実行できるいずれかのユーザ装置とす
ることができる装置を提供する。
【００７１】
　図８は、本発明の実施形態による装置の簡略ブロック図である。この装置は、図８に示
すものとは異なるユニット又は部品を含むこともできると理解されたい。この装置を１つ
のエンティティとして示したが、１又はそれ以上の物理又は論理エンティティ内に異なる
モジュール及びメモリを実装することもできる。
【００７２】
　装置は、一般に、制御機能を実施するように設計されるとともに少なくとも１つのメモ
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リユニット及び様々なインターフェイスに動作可能に結合された少なくとも１つのプロセ
ッサ、コントローラ、又はユニットを含む。さらに、メモリユニットは、揮発性及び／又
は不揮発性メモリを含むことができる。メモリユニットは、実施形態による動作をプロセ
ッサが実行するためのコンピュータプログラムコード、及び／又はオペレーティングシス
テム、情報、データ、コンテンツ、又は同様のものを記憶することができる。メモリユニ
ットの各々は、ランダムアクセスメモリ、ハードドライブなどであってよい。メモリユニ
ットは、少なくとも部分的に取り外し可能であること、及び／又は装置に取り外し可能に
動作的に結合することができる。
【００７３】
　この装置は、演算プロセッサにより実行される算術論理演算又は（追加又は更新された
ソフトウェアルーチンを含む）プログラムとして構成されたソフトウェアアプリケーショ
ン、又はモジュール、又はユニットであってもよい。プログラムは、プログラム製品又は
コンピュータプログラムとも呼ばれ、ソフトウェアルーチン、アプレット、及び／又はマ
クロを含み、あらゆる装置可読データストレージ媒体に記憶することができ、特定のタス
クを実行するためのプログラム命令を含む。コンピュータプログラムは、プログラミング
言語によって符号化することができ、これらの言語は、Ｃ、Ｊａｖａ（登録商標）などの
高水準プログラミング言語であっても、或いはマシン語又はアセンブラなどの低水準プロ
グラミング言語であってもよい。
【００７４】
　実施形態の機能を実施するために必要な修正及び構成をルーチンとして実行することが
でき、追加又は更新されたソフトウェアルーチン、応用回路（ＡＳＩＣ）及び／又はプロ
グラマブル回路として実現することができる。さらに、ソフトウェアルーチンを装置にダ
ウンロードすることもできる。ユーザ装置などの装置、又は対応する構成要素は、シング
ルチップコンピュータ要素などのコンピュータ又はマイクロプロセッサとして、或いは算
術演算に使用される記憶容量を提供するためのメモリと、算術演算を実行するための演算
プロセッサとを少なくとも含むチップセットとして構成することができる。
【００７５】
　実施形態による装置の例として、ユーザ装置又はユーザ端末などの装置８００を示して
おり、この装置は、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコードを含
む少なくとも１つのメモリとを備え、この少なくとも１つのメモリ及びコンピュータプロ
グラムコードが、少なくとも１つのプロセッサによって、装置に少なくとも、物理アップ
リンク共有チャネルの各トランスポートブロック内に、アップリンク制御情報シンボルの
ために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボルを確保（８０２）させ、この物理アッ
プリンク共有チャネルのトランスポートブロックの確保されたリソースの一部内に配置す
るための、アップリンク制御情報シンボルの少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカを作
成（８０４）させ、アップリンク制御情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重
化するために、少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカのシンボルを含むアップリンク制
御情報シンボルをレイヤ固有の方法でスクランブル処理（８０６）するように構成される
。
【００７６】
　実施形態による装置の別の例として、上述した実施形態の機能を実施するための機能を
制御ユニット８００内に含む、（例えば、１又はそれ以上のプロセッサを含む）ユーザ装
置又はユーザ端末などの装置を示している。
【００７７】
　さらに別の装置の例は、物理アップリンク共有チャネルの各トランスポートブロック内
に、アップリンク制御情報シンボルのために少なくとも実質的に等しい数の変調シンボル
を確保する手段（８０２）と、この物理アップリンク共有チャネルのトランスポートブロ
ックの確保されたリソースの一部内に配置するための、アップリンク制御情報シンボルの
少なくとも１つのレイヤ固有のレプリカを作成する手段（８０４）と、アップリンク制御
情報を物理アップリンク共有チャネルデータと多重化するために、少なくとも１つのレイ
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ヤ固有のレプリカのシンボルを含むアップリンク制御情報シンボルをレイヤ固有の方法で
スクランブル処理する手段（８０６）とを備える。
【００７８】
　異なるユニットを１つのモジュール、ユニット、プロセッサなどとして実現してもよく
、或いは複数のモジュール、ユニット、プロセッサなどの組み合わせとして実現してもよ
いと理解されたい。
【００７９】
　装置は、伝送において又は伝送のために使用されるその他のユニット又はモジュールな
どを含むことができると理解されたい。しかしながら、これらは実施形態とは関係なく、
従って本明細書ではこれらについてより詳細に説明する必要はない。本明細書では、伝送
とは、アンテナを介して無線経路への送信を行い、実施構成によっては、物理的送信のた
めの準備又は送信制御を行うことなどを意味することができる。装置は、プロセッサなど
のように装置自体には含まれていないが、装置に動作可能に結合された、装置が利用可能
な送信機及び／又は受信機を利用することができる。
【００８０】
　ある実施形態は、電子装置にロードされたときに上述したような装置を構成するプログ
ラム命令を含む、配布媒体上で具体化されるコンピュータプログラムを提供する。
【００８１】
　別の実施形態は、上述の方法の実施形態を実行するようにプロセッサを制御するように
構成された、コンピュータ可読媒体上で具体化されるコンピュータプログラムを提供する
。
【００８２】
　さらに別の実施形態は、コンピュータ可読媒体を提供する。
【００８３】
　コンピュータプログラムは、ソースコード形式、オブジェクトコード形式、又は何らか
の中間形式をとることができ、これを、プログラムを搬送できるいずれかのエンティティ
又は装置とすることができる何らかの種類のキャリア又は配布媒体に記憶することができ
る。このようなキャリアとして、例えば、記録媒体、コンピュータメモリ、読み取り専用
メモリ、電気搬送波信号、電気通信信号、及びソフトウェア配布パッケージが挙げられる
。必要な処理能力に応じ、コンピュータプログラムを単一の電子デジタルコンピュータで
実行することも、或いは多くのコンピュータ間に分散させることもできる。このコンピュ
ータ可読媒体は、記録媒体、コンピュータメモリ、読み取り専用メモリ、及びソフトウェ
ア配布パッケージとすることができる。
【００８４】
　本明細書に記載する技術は、様々な手段によって実施することができる。例えば、これ
らの技術は、ハードウェア（１又はそれ以上の装置）、ファームウェア（１又はそれ以上
の装置）、ソフトウェア（１又はそれ以上のモジュール）、又はこれらの組み合わせで実
施することができる。ハードウェアの実施構成では、１又はそれ以上の特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理装置（Ｄ
ＳＰＤ）、プログラマブル論理回路（ＰＬＤ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・
アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロ
セッサ、本明細書で説明した機能を実行するように設計されたその他の電子ユニット、又
はこれらの組み合わせの範囲内で装置を実現することができる。ファームウェア又はソフ
トウェアでは、本明細書で説明した機能を実行する少なくとも１つのチップセットのモジ
ュール（例えば、手順及び関数など）を通じて実施構成を実施することができる。ソフト
ウェアコードは、メモリユニットに記憶してプロセッサにより実行することができる。メ
モリユニットは、プロセッサ内に実装してもよく、又はプロセッサ外に実装してもよい。
後者の場合、当業で知られているような様々な手段を介してメモリユニットをプロセッサ
に通信可能に結合することができる。また、本明細書で説明したシステムの構成要素は、
これに関して説明した様々な態様などを容易に実現するために、その構成を変更すること
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、及び／又は追加の構成要素によって補完することができ、当業者であれば理解するよう
に、所与の図に示した厳密な構成に限定されるものではない。
【００８５】
　当業者には、技術が進歩するにつれ、本発明の概念を様々な方法で実現できることが明
らかであろう。本発明及びその実施形態は、上述の例に限定されるものではなく、特許請
求の範囲内では異なることができる。
【００８６】
８００　装置
８０２　確保
８０４　作成
８０６　スクランブル処理
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